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市民と共に歩む「開かれた市民会議所」をめざして
　初めての陶芸教室 開催　2月17日（土）市民工房うるわし（詳細は2頁に掲載）

商工会議所職員募集中です！� 詳細は 19 頁に掲載
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藤枝商工会議所を知ろう!!友 好 コ ー ナ ー 第89回

藤枝商工会議所青年部主催による
「ふじえだ美酒マルシェ」を開催しました！3月10日(日)

藤枝商工会議所青年部は「ふじえだ美酒マルシェ」を藤枝駅前通りにて開催しました。
ふじえだ美酒マルシェは、藤枝四蔵の美味しいお酒とおつまみを楽しむイベントで、今回は御猪口付き

の前売り券300枚が販売され好評でした。
チケットを購入された参加者は、喜久酔・志太泉・初亀・杉錦（藤枝4蔵）の純米吟醸の飲み比べとおつま

み2品を味わいました。スペシャルイベントとして、会場特設ステージにて他団体による太鼓、キッズダン
ス、演奏などが行われ盛り上がりました。さらに10店舗以上の藤枝飲食店による酒と料理の露店として

「青空居酒屋」が出店しました。
当日は天気にも恵まれ、多くの参加者がイベントに参加し賑わいました。

たくさんの参加者で賑わうイベントの様子

施
設
へ
の
視
察
や
白
山
市
へ
の
提
言
書

提
出
な
ど
当
青
年
部
が「
鉄
道
の
ま
ち 

白

山
」を
提
唱
す
る
た
め
に
活
動
し
て
き
た

歴
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

茶
林
担
当
委
員
長
は「
こ
れ
ま
で
活
動

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト

が
で
き
た
。鉄
道
の
ま
ち
白
山
の
雰
囲
気

を
作
り
出
す
一
助
に
な
れ
た
と
思
う
。」と

し
、今
後
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

女
性
会
だ
よ
り

お
互
い
の
無
事
を
確
か
め
合
う

女
性
会（
藤
田
喜
美
子
会
長
）は
、二
月
二

日（
金
）、御
料
理 

喜
太
に
て
新
年
会
を
開

催
し
、三
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
宴
に
先
立
ち
ラ
ラ・
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

主
宰
の
田
村
な
あ
お
氏
と
ス
タ
ジ
オ
生
の

市
民
交
流
事
業　
陶
芸
教
室

～
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
～

二
月
十
七
日（
土
）、市
民
と
の
交
流
事

業
と
し
て「
陶
芸
教
室
」を
市
民
工
房
う
る

わ
し
に
て
開
催
し
、白
山
市
民
十
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

絢
工
房
の
高
森
絢
子
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、初
め
に
こ
れ
か
ら
作
る
焼
き
物
に

つ
い
て
簡
単
に
学
び
ま
し
た
。

陶
芸
は『
人
間
最
古
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』

と
言
わ
れ
、人
類
の
文
明
が
始
ま
る
頃
に

は
既
に
そ
の
技
術
が
使
わ
れ
、今
も
変
わ

ら
な
い
ま
ま
で
あ
り
つ
つ
も
新
し
い
技
術

が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
お
り
、奥
深
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
材
料
の
粘
土
に
つ
い
て
は
、乾
燥

す
る
時
と
焼
く
時
に
収
縮
す
る
た
め
、成

形
す
る
際
は
粘
土
を
な
る
べ
く
乾
燥
さ
せ

皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

演
奏
に
続
い
て
、藤
田
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、そ
の
後
、髙
松
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
、

渕
田
副
会
頭
の
発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

年
明
け
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
ひ
と
月

が
過
ぎ
、お
互
い
の
無
事
を
確
か
め
合
う

一
席
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、被
災
地
支
援

の
話
題
か
ら
、思
わ
ぬ
ご
縁
が
繋
が
る
一

幕
も
あ
り
、商
工
会
議
所
女
性
会
と
し
て

よ
り
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

手ぶりを真似てフラを一緒に踊りました。

な
い
こ
と
と
粘
土
は
出
来
る
だ
け
均
等
な

厚
み
に
す
る
こ
と
が
上
手
に
仕
上
げ
る
ポ

イ
ン
ト
と
教
わ
り
、参
加
者
は
厚
み
を
丁

寧
に
確
認
し
な
が
ら
、様
々
な
成
形
方
法

が
あ
る
中
で
、粘
土
を
ひ
も
状
に
し
て
積

み
上
げ
て
い
く『
ひ
も
づ
く
り
』で
思
い
思

い
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

当
日
は
作
品
を
成
形
す
る
と
こ
ろ
ま

で
の
作
業
と
な
り
、高
森
氏
の
工
房
に
て

焼
成
を
し
て
い
た
だ
き
、完
成
し
た
作
品

は
後
日
お
渡
し
と
な
る
た
め
、高
森
氏
か

ら
は「
完
成
ま
で
時
間
は
か
か
る
が
待
っ

て
い
る
間
も
陶
芸
の
醍
醐
味
。」と
伝
え
て

い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。」、「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
。」と

い
う
声
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り
◆
二
月
例
会

い
い
と
こ
白
山
鉄
道
ま
つ
り
二
〇
二
三
報
告
会

～
鉄
道
の
ま
ち 

白
山
を
目
指
し
て
～

二
月
二
十
七
日（
火
）、青
年
部（
徳
田

祐
介 

会
長
）は
当
所
三
階
研
修
室
に
お
い

て
、二
月
例
会
を
開
催
し
、昨
年
十
月
に
開

催
さ
れ
た「
い
い
と
こ
白
山
鉄
道
ま
つ
り

二
〇
二
三
」の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、茶
林
担
当
委
員
長
よ
り
開

催
趣
旨
を
説
明
し
た
後
、各
担
当
者
よ
り

当
日
の
様
子
や
開
催
ま
で
の
経
緯
を
振
り

返
り
な
が
ら
、準
備
を
す
る
上
で
感
じ
た

こ
と
や
、反
省
点
な
ど
を
参
加
者
と
共
有

し
ま
し
た
。

ま
た
、過
去
に
行
っ
て
き
た
県
外
鉄
道

夢
の
実
現
に
向
け
て

�

は
く
さ
ん
創
業
応
援
塾　
開
催

三
月
二
日（
土
）、三（
日
）の
二
日
間
、当

所
三
階
研
修
室
に
お
い
て
、は
く
さ
ん
創
業

応
援
塾
を
開
催
し
、創
業
を
志
す
方
を
中

心
に
一
九
名
の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
事
業
を
は
じ
め
る
際
の
心
構
え

や
事
業
計
画
の
立
て
方
、人
材
を
雇
う
際

の
注
意
点
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
の
講
師
陣
か

ら
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

財
務
分
野
の
講
師
を
務
め
た
高
稲
氏
は

「
数
字
の
カ
ラ
ク
リ
は
体
感
で
覚
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
。」と
し
、講
義
で
は
決
算

書
か
ら
ど
の
企
業
の
決
算
書
か
を
当
て
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、参
加
者
同
士

が
話
し
合
い
な
が
ら
答
え
を
導
き
出
し
ま

し
た
。受
講
者
か
ら
は「
創
業
に
必
要
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。創
業

後
も
学
べ
る
機
会
が
あ
る
と
嬉
し
い
。」と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

価
格
転
嫁
の
要
請
を
受
け
る

二
月
二
十
九
日（
木
）Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
石

川
県
支
部
の
秋
葉
支
部
長
と
国
民
民
主
党

県
総
支
部
連
合
会
の
谷
幹
事
長
が
、弊
所

を
訪
れ
、「
賃
上
げ
に
つ
な
が
る
価
格
転
嫁

の
推
進
に
関
す
る
要
請
」に
つ
い
て
、髙
松

会
頭
が
、要
請
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

急
激
な
物
価
高
騰
の
中
、製
造
業
を
中

心
と
し
て
、物
価
高
騰
分
を
製
品
に
価
格

転
嫁
し
き
れ
ず
、賃
上
げ
に
踏
み
き
れ
な

い
中
小
企
業
も
い
ま
す
。賃
上
げ
に
つ
な

が
る
価
格
協
議
や
価
格
転
嫁
が
出
来
る
よ

う
広
く
会
員
へ
の
周
知
と
実
効
性
の
向
上

に
向
け
た
取
組
の
強
化
に
つ
い
て
次
の
通

り
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

一
、�中
小
企
業
の
賃
金
引
上
げ
環
境
の
整
備

二
、�パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
登
録

促
進
と
実
効
性
の
向
上
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地震関連の特別融資  

令和６年能登半島地震特別貸付   （日本政策金融公庫金沢支店国民生活事業　TEL0570 － 045 － 202）

〇対象者　　　�①被災 4 県に事業所を有し、直接被害を受けた中小企業者
　　　　　　　②①の事業活動に依存し、間接被害を受けた中小企業者 
　　　　　　　③今般の地震の影響により、業況が悪化している中小企業者
〇金　利　　　①�の方☞当初 3 年間は所定の金額を限度に、災害金利▲ 0.9％、貸付後 4 年目以降は災害金利▲ 0.5％ 
　　　　　　　②の方☞災害金利
　　　　　　　③の方☞基準金利（中小企業者の状況により変動）
〇融資限度額　①及び②の方☞（国民事業）上乗せ 6,000 万円、（中小事業）3 億円
　　　　　　　③の方☞（国民事業）別枠 4,800 万円、（中小事業）7.2 億円
〇貸付期間　　設備資金 20 年以内、運転資金 15 年以内（据置期間 5 年以内）

令和６年能登半島地震災害対策特別融資   NEW（石川県商工労働部経営支援課　TEL225 － 1522）

〇対象者　　　�⑴セーフティネット保証４号（地震の影響で売上▲ 20%）　又は
　　　　　　　⑵災害関係保証（罹災証明等）かつ施設・設備復旧の補助金交付決定※
　　　　　　　　※建物全半壊が明らかな場合は交付決定不要
〇資金使途　　設備資金、運転資金　　※新規融資のみ
〇限度額　　　1 億円
〇期　間　　　10 年以内（据置５年以内）

雇用調整助成金の特例   （石川労働局職業安定部職業対策課　TEL265 － 4428）

雇用調整助成金とは、経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者に対して一時的に
休業、教育訓練又は出向を行い、労働者の雇用の維持を図った場合に、休業手当、賃金の一部を助成する制度です。 

今回の能登半島地震の発生に伴い、以下の特例措置を実施しています。
【特例措置の内容】�（地震に伴う経済上の理由により休業、教育訓練（以下「休業等」）又は出向を行う事業主が対象です。） 

具体的には、休業等又は出向の初日が令和 6 年 1 月 1 日から令和 6 年 6 月 30 日までの間にある場合、以下の措
置を講じます。 
①生産指標の確認期間を 3 か月から 1 か月に短縮します。 
②最近 3 か月の雇用量が対前年比で増加していても助成対象とします。
③地震発生時に事業所設置後 1 年未満の事業主についても助成対象とします。
④計画届の事後提出を可能とします。
⑤過去に雇用調整助成金を受給していた事業主に対する受給制限を廃止します。
⑥雇用保険被保険者期間が 6 か月未満の労働者についても助成対象とします。
⑦助成率を引き上げます。（大企業 1 ／ 2 から 2 ／ 3、中小企業 2 ／ 3 から 4 ／ 5 に引き上げます。）
⑧休業等規模要件を緩和します。（大企業 1 ／ 15 → 1 ／ 30、中小企業 1 ／ 20 → 1 ／ 40）
⑨支給日数を延長します。（「1 年間で 100 日」から「1 年間で 300 日」に延長） 
⑩残業相殺制度を撤廃します。

国税の申告・納付期限の延長等について   

①国税に関する申告・納付等の期限の延長、②所得税及び
復興特別所得税の全部または一部を軽減、③納税の猶予

令和６年能登半島地震に関する支援金・補助金などの最新情報は下記の中小企業庁、石川県の HP をご確認ください。

このたびの「令和６年能登半島地震」により亡くなられた方々、そのご家族、ご親族、関係者の皆様に対しまして、
謹んでお悔やみを申し上げますとともに被災された皆様に心からお見舞いを申し上げます。また、大変な状況の中
で懸命に復旧活動にあたられている皆様に対し、心から感謝申し上げます。

白山商工会議所としても、早期の事業再建、再開はもとより、販路拡大や地域振興などに向け支援をしてまいります。

特別相談窓口の設置   （白山商工会議所　TEL276 － 3811）

令和６年能登半島地震により災害を受けた当商工会議所会員及び白山市内の事業者の支援を行うため、「令和６年
能登半島地震による特別相談窓口」を設置しております。支援制度や補助金、融資などについてご相談ください。

補　助　金  

なりわい再建支援補助金   NEW（ワンストップコールセンター　TEL0120 － 330 － 955）

〇対象者　　　�石川県、富山県、福井県、新潟県に所在する、令和 6 年能登半島地震の被害を受けた中小企業・小
規模事業者等　

〇補助率　　・中小企業・小規模事業者：3 ／ 4 以内、一部定額補助 
　　　　　　・中堅企業等：1 ／ 2 以内、一部定額補助 
〇補助上限　・石川県内の事業者：15 億円、一部 5 億円まで定額補助※ 
　　　　　　　※過去数年以内の被災かつ復興途上である等の要件を満たす場合 
〇対象経費　　工場・店舗などの施設、生産機械などの設備の復旧費用等 
　　　　　　　※�特例として令和 6 年 1 月 1 日の能登半島地震による災害発生以降で、交付決定の前に行われた事

業に要する経費についても、適正と認められる場合には補助金の対象となります。 
〇公募開始　　４月１日（第２次公募）

小規模事業者持続化補助金（災害支援枠）   （白山商工会議所　TEL276 － 3811）

〇対象者　　　令和 6 年 1 月能登半島地震で、以下のいずれかの被害を受けた小規模事業者 
　　　　　　　①直接的な被害（自社の事業用資産が直接的な被害を受けた事業者） 
　　　　　　　②間接的な被害（令和 6 年 1 月及び 2 月の任意の 1 か月の売上高が、前年同期と比較）
〇補助率　　　2 ／ 3 以内 
〇補助上限　　①直接被害事業者： 200 万円 
　　　　　　　②間接被害事業者： 100 万円 
〇対象経費　　�機械装置費等、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンラインによる展示会・商談会

等を含む）、旅費、新商品開発費、資料購入費、借料、設備処分費、委託・外注費、車両購入費
〇受付締切　　4 月 26 日（第２次公募）

中小企業者持続化補助金（災害支援枠）   NEW（白山商工会議所　TEL276 － 3811）

〇対象者　　　令和６年１月能登半島地震で、以下のいずれかの被害を受けた中小企業者 
　　　　　　　①直接的な被害（自社の事業用資産が直接的な被害を受けた事業者・罹災（被災）証明書必要） 
　　　　　　　②間接的な被害（令和 6 年 1 月及び 2 月の任意の 1 か月の売上高が前年同期と比較・自治体の証明書）
〇補助率　　　1 ／ 2 以内 
〇補助上限　　①直接被害事業者： 200 万円 （一定の要件を満たす事業者のみ、定額補助あり）
　　　　　　　②間接被害事業者： 100 万円 

罹災証明書・罹災届出証明書   （白山市総務部資産税課　TEL274 － 9524）

　自然災害により住家、倉庫、カーポート等に被害があった場合に、罹災証明書または罹災届出証明書を交付して
います。
〇罹災証明書

　原則、被災から 2 ヵ月以内の住家を対象とし、自然災害により被災した住家の被害の程度（全壊、半壊、一部
損壊等）を現地調査の上、証明するものです。
〇罹災届出証明書

　住家のほか、倉庫、車庫等の非住家やカーポート等の構築物についても対象となります。
　また、住家であっても、被災から 2 ヵ月以上経過している場合は、こちらの証明書を交付します。

石川県　令和６年能登地震に関する情報

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/saigai/202401jishin.html

令和６年能登半島地震により被害を受けた事業者の皆様への支援制度令和６年能登半島地震により被害を受けた事業者の皆様への支援制度    
�� 令和 6 年 3 月 8 日現在令和 6 年 3 月 8 日現在

経営支援課
☎ 276-3811

国税庁　令和６年能登半島地震に関するお知らせ

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/saigai/r6/noto/index.htm

中小企業庁　令和６年能登地震関連情報

https://www.chusho.meti.go.jp/saigai/r6_noto_jishin/
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全国の登録企業 41,021社（3月6日時点）

https://www.biz-partnership.jp/
merit/index.html#subsidy

日本経済団体連合会、日本商工会議所、経済同友会の連名による
「構造的な賃上げによる経済好循環の実現」に向けた要請

１．経営者自らが先頭に立った、取引適正化への取組み強化
パートナーシップ構築宣言の積極的な宣言・公表、社内体制を明確に示した取引適正化の徹底。
大企業等の発注者は、受注者である中小企業等の要請に真摯向き合うとともに、中小企業等の受注者は、価格交渉を申
し入れ、価格転嫁を新たな商習慣としていく。
直接の取引先からその先の取引先へ働きかけ、宣言の実効性確保と社会全体への浸透を図る。

２．労務費を含む適切な価格転嫁の推進
発注者及び受注者双方が、公正取引委員会等の公表した労務費転嫁指針「12の行動指針」に沿った行為を徹底。持続的
な賃上げと価格転嫁の商習慣化をサプライチェーン全体で実現。
経営トップが社内外に方針を示すとともに、公表資料を用いて価格交渉・転嫁を行う。

３．サプライチェーン全体の成長に向けた取組み
サプライチェーン全体で適正価格での提供について、最終消費者の理解啓発を行うとともに、政府には、メディア等を
活用して「良いものには値が付く」ことへの理解促進を要望。
パートナー企業との連携で、生産性向上や省力化等、下請企業単体で対応が難しい課題を解決。
自社の属する業界内等で依るべき優良な取引慣行について、体系的な改善サイクルを確立。

経営支援課　☎276-3811商工会議所がお手伝いします。
お気軽にご相談ください。施策のご案内

金融（融資）のご案内 資金繰り対策の融資制度です
令和６年能登半島地震の融資は5ページに掲載しています

新型コロナウイルス感染症対策融資� ※利率は令和 6年 3月 1日現在
制度名 コロナマルケイ（国） コロナ特貸（国） 物価高騰対策等総合支援特別融資（県） コロナ借換融資（県）

融資限度額 1,000 万円 8,000 万円 1億円 8,000 万円

利率 当初 3年間 0.9％
（4年目から 1.20％）

基準金利
（当初3年間基準金利より▲
0.5%引下げ）

1.00％以内 固定 1.00％以内（10年以内）
変動 1.15％以内（10年超）

融資期間
（据置期間）

運転 20年（5年）
設備 20年（5年）

運転 20年（5年）
設備 20年（5年） 10年（5年） 15年（5年）

売上減少要件 5％以上 5％以上 5％以上 3％以上

担保・保証 無担保・無保証 無保証 信用保証必須（保証料免除） 信用保証必須

主な公的融資制度� ※利率は令和 6年 3月 1日現在
制度名 マルケイ（国） 小口零細融資（県） 地域商工業活性化融資一般分（県） 中小企業経営安定支援資金（市）

融資限度額 2,000 万円 2,000 万円 5,000 万円
（特認 2億円）

1,500 万円（運転）
2,000 万円（設備）
3,500 万円（特認）

利率 1.20％ 1.70％ 1.80％以内（付保 1.40％）
※ 10年超は変動金利

1.55％以内（運転）
1.70％以内（設備）

融資期間
（据置期間）

運転 7年（1年）
設備 10年（2年）

運転 5年（1年）
設備 7年（1年） 15年（2年） 運転 7年（1年）

設備 10年（2年）

担保・保証 無担保・無保証 無担保・信用保証必須 金融機関の取り扱い 金融機関の取り扱い

 ⿟ 金融（融資） 詳しい内容や条件は当所の経営指導員までお問合せください。

皆様の課題やニーズに応じて、適切な専門家の選定や最適な派遣回数の設定など、専門事業全体をコーディ
ネートしますので、まずは日々の事業活動の悩みをお気軽にご相談ください。
【派遣対象】	 白山商工会議所会員
	 白山商工会議所管内に事業者を有する中小企業及び創業予定者

【活用事例】	 新分野進出や新商品を開発したい
	 ウェブの強化や、新規取引先を開拓したい
	 生産性向上による収益完全に取り組みたい
	 アフターコロナ後の市場変化を踏まえ、経営計画を見直したい。

【企業負担】	 無料
【派遣回数】	 以下の企業は上限無し（その他の企業は 3 回まで）
①売上減少企業、②再生支援案件、③事業承継案件、④粗利減少企業、⑤仕入単価高騰企業、⑥賃上企業、⑦創業予定者

【外部専門家派遣の流れ】

　〈問合せ先　白山商工会議所　TEL　276-3811〉

まずは、
商工会議所に

ご相談を

専門家と
経営指導員が訪問し、

アドバイス

課題を整理し、
専門家を選定し、

申込み

取組み、
改善状況の確認、

フォローアップ支援

 ⿟ 経営力強化総合支援アドバイザー派遣事業

専門家派遣制度のご案内 経営課題の解決の為に専門家を派遣します
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ま
し
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域
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組
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た
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会
議
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及
び
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工
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改
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事
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や
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総
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各
種
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
補
助
金
に
つ
い

て
は
、各
実
行
委
員
会
等
と
実
施
内
容
を

協
議
し
な
が
ら
、継
続
し
て
予
算
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。民
間
主
導
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、実
施
方
法
、内
容
、予
算
等

に
つ
い
て
、実
行
委
員
会
で
十
分
に
議
論

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
適
切
に
開
催
し
て

い
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た
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と
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え
て
お
り
ま
す
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運
輸
事
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、市
民
の
暮
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着
し
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輸
送
サ
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ビ
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担
い
手
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し
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必
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可
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な
存
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で
あ

り
、燃
料
価
格
や
人
件
費
が
高
騰
す
る
中
、

さ
ら
に
四
月
か
ら
は
働
き
方
改
革
関
連
法

に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に
上
限

が
課
さ
れ
、「
モ
ノ
が
運
べ
な
く
な
る
」恐

れ
が
あ
り
、厳
し
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
本

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、燃
料
価
格
や
人

件
費
の
高
騰
は
あ
ら
ゆ
る
業
界
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、現
在
の

と
こ
ろ
運
輸
事
業
者
に
限
定
し
た
支
援
金

の
創
設
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、今
後

新
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団
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連
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工
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び
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美
川・鶴
来・白
山
商
工
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で

組
織
　
会
長
　
髙
松
　
喜
与
志
会
頭
）が
、昨
年
十
二
月
に
白
山
市
へ
提
出
し
ま
し
た
。要
望・

提
案
に
つ
い
て
、こ
の
た
び
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

要
望・提
案
事
項
に
対
す
る
白
山
市
か
ら
の
回
答

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ
の
国
や
県
の

支
援
策
を
注
視
し
な
が
ら
、市
の
支
援
に

つ
い
て
協
議
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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築
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、本
市
で
令
和
三
年
度
及
び
四
年
度
に

実
施
し
た
と
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が
、政
府
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五
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十
一
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秋
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行
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て

い
る
事
業
再
構
築
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つ
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半
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と
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限
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新
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一
旦
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と
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あ
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。
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改
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必
要
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設
備
投
資
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制
度
で
あ
り
、製
造
品
出
荷
額
等
が
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、も
の
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く
り
企
業
へ
の
支
援
は
重

要
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、先
端
設

備
導
入
計
画
の
認
定
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
減
免
や
、中
小
企
業
設
備
投
資
促
進
助

成
金
な
ど
、ま
ず
は
既
存
の
制
度
を
ご
活

用
い
た
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き
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お
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ま
す
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新新

本
市
の
国
際
見
本
市
出
展
事
業
奨
励

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

や
昨
今
の
円
安
な
ど
の
経
済
情
勢
を
踏
ま

え
、事
業
者
の
販
路
拡
大
の
一
環
と
し
て

支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
国
内
向
け
見
本
市
を
対
象

に
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。ま

た
、回
数
制
限
に
つ
い
て
も
、予
算
に
限
り

が
あ
る
中
で
幅
広
く
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
に
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四
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創
業
者・
起
業
者
向
け
の
補
助
制
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あ
り
ま
す
起
業
家
支
援
補
助
金
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、改
正
の
検
討
段
階
か
ら
市

内
商
工
会
議
所・
商
工
会
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、伴
走
型
支
援
を
条
件
と
し
、業
種

や
エ
リ
ア
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
創
業
者・
起
業
者
の
支
援
策

と
し
て
、起
業
家
支
援
補
助
金
制
度
の
継

続
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ

オ
フ
ィ
ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、シ
ェ
ア

キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
開
設
で
き
な
い
か
先
進

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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市
内
の
多
く
の
企
業
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人
材
不
足
で

悩
む
中
、求
人
用
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
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作
成
し
、求
職
者
に
周
知
す
る
こ
と
は
非

常
に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

新

が
、本
市
で
は
毎
年
三
月
に
企
業
説
明
会

（
就
職
説
明
会
）を
実
施
し
て
お
り
、新
卒

者
な
ど
の
求
職
者
と
直
接
会
っ
て
企
業
を

P
R
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
そ

ち
ら
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、現
在

の
と
こ
ろ
求
人
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

支
援
に
つ
い
て
は
、考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑵�

市
内
高
校
生
の
地
元
企
業
へ
の
就
業
促
進

新・�高
校
二
年
生
を
対
象
と
し
た「
白
山
市

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス（
仮
称
）」の
開
催

　・�高
校
生
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
見

学
ツ
ア
ー
の
実
施

　・�進
路
指
導
教
諭
と
地
元
企
業
と
の
懇

談
会
の
開
催

【
市
回
答
】

市
内
の
多
く
の
企
業
が
人
材
不
足
で
悩

む
中
、地
元
の
高
校
生
に
地
元
の
企
業
を

知
っ
て
い
た
だ
く
事
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

三
月
に
開
催
致
し
ま
す
企
業
説
明
会

（
就
職
説
明
会
）に
お
い
て
、令
和
五
年
度
よ

り
対
面
方
式
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
企
業
や
学
生
等
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、そ
の
集
計
を
も
と
に
、共

催
を
頂
き
ま
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ

め
と
し
、商
工
会
議
所
、商
工
会
等
と
連
携

し
な
が
ら
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
取
り
組
め

る
か
を
協
議
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑶�

中
途
採
用
者
雇
用
に
係
る
支
援

　
I
タ
ー
ン
、U
タ
ー
ン
促
進
事
業
の
充
実

【
市
回
答
】

毎
年
三
月
に
本
市
が
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
共
催
し
て
い
る
企
業
説
明
会（
就
職
説

明
会
）は
、新
卒
の
方
だ
け
で
な
く
中
途
採

用
の
方
も
対
象
と
し
て
お
り
、市
内
企
業

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、就
職
し
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
度
以
降
も
企
業
説
明
会（
就
職

説
明
会
）は
実
施
す
る
方
向
で
す
の
で
、「
住

み
よ
い
ま
ち
　
白
山
」を
積
極
的
に
P
R
で

き
る
よ
う
市
内
企
業
の
多
数
の
参
加
に
つ

い
て
、商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
従
前
よ
り
県
と
連
携
し
て
、東
京

二
十
三
区
の
在
職
、在
住
者
を
対
象
に
、本

市
に
移
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

六
．活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
施
策

⑴�「
金
沢
総
合
車
両
所
松
任
本
所
」跡
地
の

有
効
活
用

【
市
回
答
】

金
沢
総
合
車
両
所
松
任
本
所
に
お
け

る
跡
地
の
活
用
の
方
向
性
に
つ
き
ま
し
て

は
、議
会
で
の
議
論
や
、各
種
団
体
、市
民

か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
決
定
す
べ

き
事
柄
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、議
会
や
有
識
者
を
は
じ
め
、市
民

や
事
業
者
の
ご
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、方

向
性
を
定
め
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

り
、市
議
会
、地
元
住
民
、関
係
団
体
の
代

表
者
や
、学
識
経
験
者
等
の
参
画
に
よ
り
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
を
深
め
る

べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、J
R
西
日
本
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
含
め
、進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑵�

バ
ラ
ン
ス
あ
る
工
業
団
地
の
造
成
と
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　・�新
工
業
団
地
の
造
成
及
び
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備

【
市
回
答
】

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
旭
工
業

新

団
地
北
部
地
区
に
お
け
る
新
工
業
団
地
の

整
備
に
つ
い
て
は
、第
一
期
の
造
成
工
事
が
　

完
了
し
、現
在
は
完
売
状
態
に
あ
り
ま
す
。

第
二
期
に
つ
い
て
は
、令
和
七
年
度
の
分
譲

開
始
に
向
け
、埋
蔵
文
化
財
調
査
や
区
画

の
造
成
な
ど
、鋭
意
、事
業
の
進
捗
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、令
和
五

年
九
月
二
十
六
日
よ
り
供
用
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、十
二
月
に
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
工
業
団
地
を
横
断
す
る
東
西
幹

線
道
路
と
併
せ
ま
し
て
、新
工
業
団
地
周

辺
に
お
け
る
交
通
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　・海
側
幹
線
道
路
の
本
線
着
工

【
市
回
答
】

金
沢
外
環
状
道
路
は
、令
和
四
年
十
一
月

に
金
沢
市
大
河
端
町
～
福
久
町
間
の
暫
定

二
車
線
が
開
通
し
、海
側
幹
線
と
山
側
幹

線
が
国
道
八
号
を
介
し
て
接
続
し
ま
し
た
。

海
側
幹
線
の
本
線
に
つ
い
て
は
、令
和

二
年
度
に
金
沢
市
内
の
今
町
～
鞍
月
間
が

事
業
化
さ
れ
て
お
り
、白
山
市
乾
町
か
ら

鞍
月
間
の
本
線
部
に
つ
き
ま
し
て
も
早
期

着
手
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　・加
賀
海
浜
道
路
の
整
備
促
進

【
市
回
答
】

令
和
二
年
度
よ
り
、小
川
町
～
松
本
町

区
間
の
四
車
線
化
に
工
事
着
手
し
て
お

り
、引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
、関
係
機

関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　・�国
道
八
号
の
拡
張
整
備（
乾・宮
丸
間
）

【
市
回
答
】

令
和
元
年
度
に
六
車
線
化
が
事
業
化
さ

れ
、国
に
お
い
て
調
査・設
計
を
進
め
て
お

り
、今
後
も
事
業
促
進
に
向
け
、関
係
機
関

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　・�国
道
八
号
と
国
道
一
五
七
号
の
乾
交

差
点
の
立
体
交
差
に
向
け
た
基
本
設

計
の
着
手

【
市
回
答
】

乾
東
交
差
点
は
、金
沢
外
環
状
道
路
海

側
幹
線
の
本
線
の
整
備
に
伴
い
、国
道
八

号
と
の
立
体
交
差
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。本
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、金
沢
市
内

の
今
町
～
鞍
月
間
が
令
和
二
年
度
に
事
業

化
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、今
後
も
事

業
促
進
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　・�高
規
格
道
路 

小
松
白
川
連
絡
道
路

（
国
道
三
六
〇
号
）の
整
備
促
進

【
市
回
答
】

国
道
三
六
〇
号（
飛
騨
地
域
～
小
松
空

港
間
）整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
構
成
す

る
周
辺
自
治
体
と
協
力
し
、関
係
機
関
へ

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶�

国
道
一
五
七
号
の
拡
張
工
事
の
着
手
及

び
毀
損
箇
所
の
改
修

【
市
回
答
】

国
道
一
五
七
号
に
つ
い
て
は
、白
山
市

と
福
井・
岐
阜
方
面
を
結
ぶ
石
川
県
の
主

要
幹
線
道
路
で
あ
り
、ま
た
、金
沢
外
環
状

道
路
海
側
幹
線
側
道
部
の
供
用
開
始
に
よ

り
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
に
四
車
線
化
を
引
き
続
き
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、冬
季
間
の
除
雪

作
業
等
に
よ
る
毀
損
箇
所
の
迅
速
な
改
修

を
関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷�

美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
白
山
広

場
の
上
下
水
道
の
整
備

【
市
回
答
】

屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い

て
、給
排
水
設
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

新
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と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、直
近
三
カ
年
の
利
用

実
績
に
つ
い
て
令
和
三
年
度
は
な
し
、令

和
四
年
度
に
一
回
、令
和
五
年
度
に
一
回

と
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
の
で
、今
後
、白
山
広
場
の
利
用
数

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

七
．�デ
ジ
タ
ル・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
D
X
）の
推
進
支
援

　
生
産
性
向
上・働
き
方
改
革・販
路
開
拓

等
に
関
す
る
I
C
T
導
入
の
支
援・助
成

制
度
の
新
設

【
市
回
答
】

D
X
促
進
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

導
入
な
ど
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、専
門

的
な
知
識
や
比
較
的
大
き
な
予
算
も
必
要

な
た
め
、ま
ず
は
、国・県
の
支
援
制
度
の

活
用
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。そ
の
う
え
で
、市
の
支
援
に
つ
い
て

は
、今
後
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

八
．親
善
友
好
都
市「
藤
枝
市
」の
P
R
拡
充

　
特
産
品
紹
介
の
充
実
、イ
ベ
ン
ト
等
で

の
相
互
物
販

【
市
回
答
】

ま
ず
、市
民
に
向
け
た
P
R
と
し
ま
し

て
は
、令
和
五
年
は
藤
枝
市
と
の
友
好
都

市
提
携
四
〇
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

両
市
の
広
報
誌
で
特
集
記
事
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
、市
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
も
藤
枝
市
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、来
場

さ
れ
た
方
々
に
P
R
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。学
校
給
食
に
お
い
て
も
、四
〇
周
年
記

念
学
校
給
食
交
流
事
業
と
し
て
、給
食
の

献
立
に
お
互
い
の
特
産
品
を
取
り
入
れ
た

給
食
を
実
施
し
ま
す
。

【
市
回
答
】

市
内
業
者
へ
の
優
先
的
な
発
注
を
基
本

と
し
、こ
れ
ま
で
も
地
元
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
に
十
分
配
慮
し
て
お
り
、今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

積
算
に
あ
た
っ
て
は
、県
の
積
算
基
準

に
よ
る
単
価
、歩
掛
り
を
採
用
し
て
お
り
、

県
単
価
に
記
載
の
な
い
製
品
に
つ
い
て
も
、

県
積
算
基
準
に
基
づ
く
見
積
り
に
よ
り
適

切
な
積
算
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
最
新
単
価
を
反
映
し
た
的
確
な
積

算
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

十
．国・県
等
の
施
策
の
普
及
促
進

⑴
S
D
G
s
へ
の
取
組
み
の
啓
蒙
普
及

認
証
制
度
の
充
実
と
表
彰
制
度
の
新
設

【
市
回
答
】

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
へ
の
啓
蒙

普
及
に
つ
い
て
は
、市
内
の
団
体
等
か
ら

希
望
の
あ
る
場
合
に
、公
民
館
等
へ
職
員

が
出
向
き
説
明
を
行
う「
ま
ち
か
ど
市
民

講
座
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、企

業
な
ど
へ
の
S
D
G
s
に
対
す
る
取
り
組

み
支
援
と
し
て
は
、連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
金
沢
工
業
大
学
が
S
D
G
s
の
認
定

制
度
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了
さ
れ
た

方
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、S
D
G
s

実
践
者
／
実
践
企
業
認
定
を
受
け
る
流
れ

と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
三
件
の
登
録

が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て

S
D
G
s
の
情
報
提
供
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、人・企
業
の
活
動
を
評
価
し
認
定
す

る
こ
と
で
、活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、S
D
G
s
の
活
動
は
認
定
あ

り
き
で
は
な
く
、誰
で
も
取
り
組
め
る
活

こ
れ
ま
で
も
、経
済
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、学
校
な
ど
様
々
な
分
野
で
交
流

が
行
わ
れ
て
お
り
、四
〇
年
に
亘
り
育
ん

で
き
た
友
好
関
係
を
大
切
に
し
、引
き
続

き「
親
善
友
好
都
市
　
藤
枝
市
」の
P
R
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、特
産
品
の
相
互
物
販
に
つ
き

ま
し
て
は
、平
成
二
十
九
年
度
か
ら
マ
ル

シ
ェ・ド
ゥ・ハ
ク
サ
ン
で
お
茶
や
み
か
ん

な
ど
の
販
売
で
参
加
い
た
だ
き
、両
市
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
二
～
四
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

た
め
、令
和
五
年
度
は
荒
天
に
よ
り
中
止

し
た
た
め
参
加
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た

が
、今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
交
流
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、道
の
駅
め
ぐ
み
白
山
で
は
、オ
ー

プ
ン
当
初
、藤
枝
市
の
お
茶
を
は
じ
め
と

し
た
商
品
の
展
示
販
売
を
実
施
し
、親
善

友
好
都
市「
藤
枝
市
」の
P
R
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。今
後
も
ご
協
力
の
も
と
、藤

枝
市
の
特
産
品
の
販
売
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、白
山
市
か
ら
は
、隔
年
で
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す「
ふ
じ
え
だ
産
業
祭
」

と「
フ
ー
ド
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
ふ
じ
え
だ
」に
参
加
し
、特
産
品
販
売

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

九
．公
共
工
事
並
び
に
用
度
品
等
の
地
元

企
業
へ
の
優
先
発
注

新・�公
共
工
事
受
注
に
関
す
る
地
元
企
業

の
請
負
状
況
の
調
査・分
析

　・�元
請
企
業
に
対
す
る
地
元
企
業
へ
の

発
注
指
導

　・�設
計
段
階
に
お
け
る
実
情
に
見
合
っ

た
単
価
の
反
映

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、企
業
が
S
D
G
s

の
十
七
の
目
標
に
対
す
る
認
識
を
さ
ら
に

深
め
、製
品
等
へ
の
波
及
の
み
な
ら
ず
、社

員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、地
域
貢

献
等
幅
広
い
活
動
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、社
会
、経
済
、環
境
の
三
側
面
の
バ

ラ
ン
ス
も
評
価
す
る
上
で
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、表
彰
制
度
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵�

事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）策
定・「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」の
登
録
促
進

発
注
時
に
お
け
る
加
点
制
度
の
創
設

【
市
回
答
】

市
で
は
、技
術
力
の
向
上
や
地
域
の
社

会
貢
献
に
熱
心
な
建
設
業
者
を
適
切
に
評

価
す
る
た
め
、市
内
建
設
業
者
に
対
し
ま

し
て
主
観
的
事
項
審
査
基
準
を
設
け
、主

観
点
数
を
加
算
し
た
上
で
等
級
の
格
付
け

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）の
策
定
に
つ

い
て
は
、事
業
者
の
策
定
状
況
を
見
な
が

ら
、ま
た
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
」宣

言
に
つ
き
ま
し
て
も
、事
業
者
の
普
及・推

進
の
状
況
を
見
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
に
対

す
る
主
観
点
数
の
加
点
に
つ
い
て
、県
並

び
に
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
、検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
．「
地
元
飲
食
店
利
用
促
進
運
動（
仮

称
）」の
実
施

【
市
回
答
】

地
元
飲
食
店
へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、本
市
が
三
回
実
施
し

た
地
域
応
援
券
事
業
や
、地
産
地
消
推
奨

店
の
登
録
を
し
て
い
る
飲
食
店
等
を
め
ぐ

Ⅱ　
提
案
事
項

新

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、地
元
飲

食
店
の
利
用
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。今
後
も
市
職
員
だ
け
で
な
く
、

広
く
市
民
に
対
し
て
も
、地
元
の
飲
食
店

の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

二
．奨
学
金
返
還
支
援
奨
励
金
制
度
の
創
設

【
市
回
答
】

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
企
業
に
対
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。企
業
が
制
度

を
設
け
て
い
る
場
合
は
、市
内
に
定
住
し

て
い
る
方
、年
齢
、期
間
等
の
条
件
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

三
．「
白
山
手
取
川
世
界
ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ

パ
ー
ク
」認
定
を
契
機
と
し
た
観
光
誘
客

の
推
進

⑴
施
設
の
整
備・充
実

　・�獅
子
吼
高
原
頂
上
施
設
の
整
備
改
善

と
ア
ク
セ
ス
の
充
実

　・�白
山
麓
地
域
に
お
け
る
W
iｰ

F
i
及

び
光
通
信
網
の
整
備
促
進

　・�外
国
人
旅
行
者（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）受

入
れ
環
境
の
整
備

【
市
回
答
】

獅
子
吼
高
原
は
、県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー

ク
に
お
け
る
重
要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ

で
、令
和
四
年
は
四
万
人
以
上
の
方
に
来

場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。頂
上（
ス
カ
イ

獅
子
吼
）へ
の
主
た
る
ア
ク
セ
ス
手
段
で

あ
る
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、現

在
の
と
こ
ろ
更
新
の
予
定
は
な
く
、毎
年

主
要
部
品
の
更
新
を
行
い
な
が
ら
長
寿
命

化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後

も
安
定
し
た
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

新新

ま
す
。ス
カ
イ
獅
子
吼
で
は
、年
六
回（
春・

夏・秋
各
二
回
）の
ゴ
ン
ド
ラ
サ
ン
セ
ッ
ト

営
業
も
実
施
し
て
お
り
、当
日
は
ミ
ニ
演

奏
会
や
模
擬
店
な
ど
の
催
し
物
も
開
催
し

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ス
カ

イ
獅
子
吼
内
の「
高
原
の
カ
フ
ェ
」で
は
、

手
取
川
扇
状
地
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
ジ

オ
パ
フ
ェ
」が
考
案
さ
れ
て
お
り
、お
い
し

く
味
わ
え
る
白
山
の
新
た
な
魅
力
と
し
て

観
光
振
興
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、県
内
外
か
ら
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
登
山
道
に
つ
い
て
も
、簡
易
ト

イ
レ
の
設
置
や
除
草
を
行
う
な
ど
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
自
然
回
帰
に

よ
る
獅
子
吼
高
原
の
再
生
」を
目
指
し
、既

存
の
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、大
規
模
な

投
資
を
行
わ
ず
に
、時
間
を
か
け
て
魅
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
鶴
来
駅
か
ら
獅
子
吼
高
原
へ
の
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、民
間
事
業
者
と

協
議
し
な
が
ら
対
応
で
き
な
い
か
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

林
道
犀
鶴
線
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

も
落
石
等
防
止
の
た
め
の
法
面
保
護
工
事

や
、定
期
的
な
清
掃
、除
草
を
行
い
安
全
な

通
行
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、今
後
と
も
引
き
続
き
金
沢
市

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

白
山
ろ
く
地
域
に
お
い
て
は
、ス
キ
ー

場
や
夏
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
観
光
客
が

多
い
一
里
野
高
原
に
W
i
-
F
i
環
境
の

整
備
を
行
い
、夏
は
避
暑
地
と
し
て
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
使
い
方
も
十
分
可

能
と
な
り
ま
す
。訪
れ
た
方
々
に
は
、自
ら

の
体
験
等
を
S
N
S
を
通
じ
て
よ
り
多
く

の
方
々
に
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

外
国
人
旅
行
者
受
入
環
境
整
備
に
関

し
て
は
、案
内
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
外
国
語
で
の
案
内
が
で
き
る
よ
う
順
次

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
観
光

庁
に
は
、外
国
人
旅
行
者
受
入
環
境
整
備

に
関
す
る
補
助
事
業
が
あ
り
、こ
れ
ま
で

も
国
や
県
の
補
助
金
に
併
せ
て
、宿
泊
施

設
の
外
国
語
表
記
や
W
i
-
F
i
環
境
整

備
、ト
イ
レ
洋
式
化
な
ど
を
支
援
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続

し
て
ま
い
り
、外
国
人
観
光
客
の
皆
様
の

利
便
性
の
向
上
に
努
め
、更
な
る
誘
客
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑵
産
業
観
光
の
推
進

　・�「
白
山
総
合
車
両
所
」・「
白
山
市
立
高
速

鉄
道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」を「
核
」と

し
た
産
業
観
光
ル
ー
ト
の
早
期
設
定

【
市
回
答
】

令
和
六
年
春
に
開
業
予
定
の
白
山
市
立

高
速
鉄
道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
観
光・

産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
、南
加
賀
の
二

市
一
町
と
協
力
し
て
、世
界
に
誇
る
新
幹

線
技
術
を
観
光
資
源
と
捉
え
、周
辺
企
業

の
モ
ノ
づ
く
り
の
活
用
と
合
わ
せ
た
産
業

観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
み
、広
域
観
光
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、全
国
や
世
界
に「
鉄
道
の
ま
ち
」

と
し
て
の
発
信
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
お

り
、十
月
に
は「
い
い
と
こ
白
山
　
鉄
道
ま

つ
り
」と
連
携
し
、「
乗
り
物
体
験
ツ
ア
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。

市
内
の
企
業
に
お
い
て
は
、産
業
観
光

受
入
可
能
な
企
業
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
、受
け
入
れ
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
市
観
光
連
盟
が
、高
速
鉄
道
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
周
辺
三
市
一

町
の
広
域
周
遊
観
光
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

策
定
す
る
た
め
、令
和
四
年
度
か
ら
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
産
業
観
光
受
入
企
業
や
広
域
観

光
の
磨
き
上
げ
を
図
り
、旅
行
商
品
化
に

向
け
て
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四
．二
〇
二
四
年
問
題
解
決
に
向
け
た
支

援
策
の
検
討

　
国
が
提
唱
す
る「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」普
及

に
応
じ
た
対
策
の
実
施

【
市
回
答
】

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
と

共
に
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
特
に
顕
在
化
し
た

運
転
手
不
足
に
よ
り
、路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
等
の
地
域
公
共
交
通
の
維
持・
確
保

は
全
国
的
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、令
和
五
年
十
二
月
二
十

日
に
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会

議
に
お
い
て
、令
和
六
年
四
月
か
ら「
日
本

版
」ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
運
行
管
理
下
で
の
新
た
な
仕
組

み
の
創
設
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

制
度
の
詳
細
は
年
明
け
以
降
に
議
論
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
は
、

政
府
の
検
討
状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
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健康経営応援企画
企業で取り組む健康づくりをサポートします

PET-CT健診優待
白山商工会議所では健康づくりに取り組む企業をサポートします。
昨年度好評につき今年度も引き続きPET-CT健診料金を優待いたします。

◇対象者　白山商工会議所会員企業の役員・従業員
◇料　金　44,000円（税込み）
	 ※�白山市、野々市市にお住まいの方は助成金を適用すると34,000円（税込み）になります。 

野々市市は40歳～65歳
◇検査項目

PET－CT ほぼ全身のがんスクリーニング
身体測定 身長・体重・血圧
検便 便潜血検査
腫瘍マーカー AFP（肝臓がん）・CEA（大腸がん）・CA19‐9（膵がん）

男性：PSA（前立腺がん）・女性：CA125（卵巣がん）
◇ご利用方法

①�公立松任石川中央病院総合健診センターにTEL(274－5782)受診日を調整してください。 
（コース名：白山商工会議所検査優待「①PETコース」）

②�受診日確定後｢PET－CT健診申込書｣をご記入の上、白山商工会議所へFAX(276－3812)してください。 
※PET－CT健診申込書は白山商工会議所にお問い合わせください。 
※一般検診、ドックを希望の際は別日をご予約ください。

五
．手
取
川
の
鮭（
仮
称：
は
く
さ
～
も

ん
）の
市
内
小
中
学
校
給
食
で
の
活
用

【
市
回
答
】

学
校
給
食
で
の
地
元
食
材
の
使
用
は
、

郷
土
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
取
組
で
す
の
で
、積
極
的
に
活

用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、学
校
給
食
の
衛

生
管
理
上
、納
入
業
者
の
登
録
や
納
品
時

間
の
制
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。市
内
の
全

小
中
学
校
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、実
施

年
度
の
前
年
度
か
ら
打
合
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
域
の
学
校
で
活
用
で
き
る
か
は
、鮭

の
遡
上
の
状
況
に
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
の
で
、随
時
綿
密
な
打
合
せ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

六
．「
鉄
道
」を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

推
進

　「
白
山
総
合
車
両
所
」・「
白
山
市
立
高
速

鉄
道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」を
核
と
し
た

産
業
観
光
ル
ー
ト
の
早
期
設
定［
再
掲
］

【
再
掲
の
た
め
回
答
省
略
】

七
．「
こ
れ
か
ら
の
白
山
市
」創
造
事
業

⑴
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入

導
入
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定

【
市
回
答
】

本
市
独
自
の
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
に
関

す
る
基
本
計
画
の
策
定
は
予
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、令
和
六
年
度
構
築
中
の
石
川

県
広
域
デ
ー
タ
連
携
基
盤
に
お
い
て
、ま

ず
は
地
域
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
地
域
ポ
イ

ン
ト
は
地
域
通
貨
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
で
あ
る「
ヴ
ィ
ン
セ

ド
ー
ル
白
山
」が
実
施
す
る
、ジ
ュ
ニ
ア
競

技
力
向
上
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
の
知
名
度
向
上
に

つ
な
が
る
広
報
活
動
等
に
対
し
、令
和
四

年
度
よ
り「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
応
援

事
業
」と
し
て
補
助
制
度
を
設
け
、支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
ヴ
ィ
ン
セ
ド
ー
ル
白
山
」と

連
携
を
図
り
、市
民
認
知
度
向
上
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
活
動
等
を
実
施

し
、積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

⑺�「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」の
普
及

促
進

　・�「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」の
具

現
化

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
よ
る
実

証
実
験

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

な
ど

【
市
回
答
】

本
市
で
は
令
和
三
年
三
月
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、行
政
だ
け
で
な
く
、市
内
事
業

者
や
市
民
が
、脱
炭
素
に
向
け
た
積
極
的

な
取
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
市
で
は
製
造
業
を
中
心
と
し
た
多
く

の
企
業
が
操
業
さ
れ
て
お
り
、各
企
業
の

活
力
や
産
業
競
争
力
を
生
か
し
た
脱
炭
素

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

修
し
た
場
合
に
五
十
万
円
を
限
度
と
し
て

交
付
す
る「
空
き
家
改
修
補
助
金
」に
つ
き

ま
し
て
は
、所
有
者
も
対
象
と
す
る
よ
う

制
度
を
拡
充
し
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
や
利
活
用
に
つ

い
て
は
、平
成
二
十
八
年
に
市
内
全
域
の

物
件
を
対
象
と
し
た
と
き
か
ら
、不
動
産

業
者
と
協
力
し
登
録
物
件
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、空

き
家
の
改
修
も
対
象
と
な
る
起
業
家
支
援

補
助
金
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

⑷�

白
山
登
山
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
に
よ

る
地
域
振
興
計
画

　・�松
任
駅
か
ら
の
直
行
バ
ス
路
線
の
継

続
と
運
行
時
間
の
拡
大

新・市
ノ
瀬
駐
車
場
の
大
幅
拡
張

新・�白
山
瀬
女
高
原
ス
キ
ー
場
や
旧
白
峰

ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
と
別
当
出
合
間

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

新・�中
飯
場
ま
で
を
バ
ス
で
送
迎
す
る「
プ

レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー（
仮
称
）」の
実
施

【
市
回
答
】

民
間
事
業
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、運

行
さ
れ
て
い
る
直
行
登
山
バ
ス
や
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
乗
車
人
数
は
、年
々
増
加
し
て
お

り
ま
す
。し
か
し
労
働
規
制
が
強
化
さ
れ

る
二
〇
二
四
年
問
題
に
よ
り
、令
和
六
年

度
以
降
の
直
行
登
山
バ
ス
や
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
、減
便
や
運
行

時
間
の
短
縮
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

市
ノ
瀬
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、拡
張
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、県
が
舗
装
と
区
画
線
引
き

等
で
、駐
車
台
数
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。新
た
に
駐
車
場
を
拡
張

す
る
こ
と
は
、国
立
公
園
で
あ
る
こ
と
や
自

然
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
国

地
域
ポ
イ
ン
ト
や
地
域
通
貨
は
、本
市

単
独
の
導
入
で
は
十
分
な
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、石
川

県
が
県
全
域
で
導
入
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

⑵�

現
地
決
済
型「
ふ
る
さ
と
納
税
」の

導
入

【
市
回
答
】

現
地
決
済
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、店

舗
等
に
Q
R
コ
ー
ド
表
示
板
を
設
置
し
、

市
外
か
ら
の
来
店
者
が
そ
れ
を
読
み
取

り
、サ
イ
ト
で
ア
ク
セ
ス
し
た
後
、ふ
る
さ

と
納
税
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

返
礼
品
と
し
て
、そ
の
店
舗
等
で
の
支
払

い
に
使
用
可
能
な
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
受
け

取
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、㈱
I
S
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、三

月
初
旬
よ
り
取
扱
い
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
。な
お
、Q
R
コ
ー
ド
表
示
板
の
店
舗

等
へ
の
設
置
は
、㈱
I
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
独
自
に
行
っ
て
お
り
、希
望
す
る

店
舗
等
と
協
議
し
な
が
ら
設
置
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

⑶�「
空
き
家
バ
ン
ク
」を
活
用
し
た「
ま
ち

な
か
再
生
事
業（
仮
称
）」の
実
施

　・�不
動
産
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
登
録

物
件
の
充
実

　・登
録
奨
励
金
制
度
の
創
設

【
市
回
答
】

空
き
家
等
の
有
効
活
用
を
通
し
て
定

住
の
促
進
を
図
る
た
め
、令
和
五
年
度
か

ら
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
が
成
約
し
た

所
有
者
に
一
物
件
一
回
限
定
で
五
万
円
を

「
空
き
家
利
活
用
奨
励
金
」と
し
て
交
付
す

る
制
度
を
新
設
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に

現
在
は
購
入
者
や
賃
借
人
が
空
き
家
を
改

新新
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　・�水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
よ
る
実

証
実
験

【
市
回
答
】

脱
化
石
燃
料
化
の
た
め
に
水
素
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
と
て

も
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年
度
は
、脱
炭
素
に
向
け
持
続

可
能
な
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

F
C
V（
燃
料
電
池
自
動
車
）に
つ
い
て
も

普
及
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、石
川
県
が
計
画
し
て
い
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
に
も
注
視
し
な

が
ら
、商
工
団
体
の
方
々
と
も
連
携（
令
和

五
年
度
も
、白
山
市
環
境
審
議
会
委
員
に

工
業
団
地
か
ら
一
名
選
出
）し
な
が
ら
水

素
の
活
用
方
法
等
を
含
め
て
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　・�再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

【
市
回
答
】

本
市
で
は
、豊
か
な
自
然
や
生
態
系
を

作
る
地
質・地
形
を
保
護
し
、そ
れ
を
教
育

や
地
域
振
興
に
活
用
し
て
い
く
仕
組
み
で

あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
推
進
し
て
お
り
、

こ
の
豊
富
な
資
源
が
あ
る
白
山
市
の
特
色

を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

脱
炭
素
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、今
後
と
も
白
山
市
経
済
団
体
連
絡

協
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

普
及
促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

や
県
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
砂
防
工
事
用
道
路
を
活
用
し
た
甚

之
助
小
屋
ま
で
バ
ス
で
送
迎
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
ツ
ア
ー
に
関
し
て
は
、参
加
者
の
安
全

確
保
等
課
題
が
あ
り
、自
然
環
境
の
保
護
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
観
点
か
ら
も
実
施
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、高
付
加

価
値
の
あ
る
ツ
ア
ー
や
登
山
コ
ー
ス
が
で

き
な
い
か
、国
と
協
議
し
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑸
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住・移
住
創
業
の
推
進

　「
お
た
め
し
移
住
制
度（
空
き
家
の
一

定
期
間
貸
付
）」の
創
設

【
市
回
答
】

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
に
つ
い
て

は
、賃
貸
物
件
の
登
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。賃

貸
物
件
は
要
望
が
多
い
た
め
、登
録
さ
れ

て
も
す
ぐ
に
契
約
さ
れ
ま
す
。ま
た
、所
有

者
が
登
録
さ
れ
た
物
件
の
多
く
が
売
買
と

し
て
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、所
有

者
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、お
試
し
移
住
制
度

と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
状
況
で
す
。

⑹
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た「
白
山
市
の
明

る
い
未
来
」化
計
画

「
ヴ
ィ
ン
セ
ド
ー
ル
白
山
」の
活
動
支
援

【
市
回
答
】

本
市
で
は
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ

れ
も
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
」を
基
本
理
念

と
す
る
、第
二
次
白
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
に
お
い
て
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合

観
戦
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ

と
で
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、地
域

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
の
実
施
率
向
上
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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「過去の出来事、現在、そして未来」
過去の出来事
父親・母親の子供として生まれたことに感謝です。

今思えば松任に生まれ、松任に育ち、友達・親友とは
長い付き合いでこの地に生きています。
小学生の時は、母親に習い事を受けさせていただ

きました。そのことは今では大変役立っています。ま
た体が小さく、親に体を鍛えた
いと訴え、スポーツ少年団に入
る事が出来ました。当時の仲間
には感謝です。仕事の付き合い
はもちろん、野球部に入った事
で今の自分がいると確信して
います。生まれた環境にて、た
くさんの経験をしてきた自分
がいます。親に感謝です。

　　
現在
自分が親の立場となってからは、どうかというと、

子供が小さい時は妻に負担をかけ、迷惑をかけっぱ
なしでした。過去は過ぎた事で変えられませんが、今
は子供に、生まれてきてくれた感謝を伝え、妻と二人
三脚で行動しています。思い出すのは、数年前に白山
商工会議所の地域振興委員会の事業で、白山登山の
企画に、妻と共に参加出来た事です。息子とは白山に
登っていましたが、妻とは初めてでした。このよう
な機会がないと一緒に登ることはなかったと思い
ます。妻には『一泊二日やから、無理しなくて行ける
ぞ』と精一杯PRしました（笑）。今は亡き、前白山市長　

山田様ともご一緒させていただきました。
何が言いたいかと言うと、商工会議所に入り、委員
会活動を通じ周囲の方々のご縁があって実現できた
ことです。ありがとうございます。

未来
次世代に向けて、地域に住まう人として、何ができ

るか考えたときに大切なのは、父親・母親に感謝し、
祖先に感謝し、今自分が何をすべきかという事を自
覚することではないかと思います。人は生まれてか
らいろんな経験をし、その積み重ねで生きています。
人間は自分の経験に当てはめて物事を判断しようと
します。自分の意見を発言することは勇気がいりま
す。そのことに対して他者の意見を聞くことには更
に勇気がいります。ですが、人とのご縁というものは
そのような意見の繰り返しで繋がるものではないか
と思います。今を生きていることに感謝して、次の世
代につなげる事の大切さを心に念じ、感謝を伝えま
す。このような機会を頂きありがとうございます！！

● 文：辰野建設工業株式会社　辰野　伸也　氏

白山登山 海岸清掃

懐かしの社会体育大会

白山登山ご来光

徒然なるままに…広報委員会の第40回

　この企画は、会員の皆さまの仕事から離れた一面や、日常の何で　この企画は、会員の皆さまの仕事から離れた一面や、日常の何で
もないことなどを徒然なるままに書き記して頂いております。今月もないことなどを徒然なるままに書き記して頂いております。今月
は辰野建設工業株式会社の辰野伸也氏にご寄稿いただきました。は辰野建設工業株式会社の辰野伸也氏にご寄稿いただきました。

健 経康 営 会員企業の取組事例の紹介会員企業の取組事例の紹介
健康経営推進にお役立て下さい。

会社概要　

今こそ
!!

健康経営の認定状況
・ 白山商工会議所健康経営宣言（平成30年6月認定） 
・ 白山市健康経営（令和2年9月認定） ブロンズ（令和3年10月認定）シルバー（令和4年11月認定）

ゴールド（令和5年11月認定）

白山商工会議所「健康経営宣言」
・ 健康診断結果を活用し、従業員の健康管理をサポートする！ 
・ 面談を活用し、健康コミュニケーションを強化！

健康課題
加賀味噌食品工業協業組合（以下、当組合）は、白山市倉部町で米みそとみそ加工品を主に製造しています。
石川県内のみそ生産量のうち約2/3を当工場で生産する一方、現在の従業員数はわずか15人であることから、
誰かが欠けると1人あたりの負担の急増や、負担急増に伴う各種事故リスクの増加が懸念されます。また、
従業員の平均年齢が高止まりしていることから、従業員の健康管理・改善は当組合にとって非常に重要な課
題です。

取組内容
・ 食堂にて味噌を提供しており、昼食時等にみそ汁を自由に食べることができます。（健康な食生活） 
・ 定期健康診断の受診を促しました。（対象者100%受診） 
・ 会社負担による希望者へのインフルエンザワクチン接種を行っています。昨今のコロナ禍においては、ワ

クチン休暇制度の制定など、時流にあわせた制度を検討・運用しております。 
・ 社内コミュニケーションツールを活用し、不定期で健康情報や労働安全情報を発信しています。 
・ 白山商工会議所「フィットネスクラブ優待利用事業」等を活用した運動機会の提供を行いました。 
・塩飴や塩タブレットの提供による適切な水分と塩分の摂取促進を行いました。（夏季） 

活動の成果と今後の計画
当組合のような小規模企業者にとって従業員は家族のような存在だと考えております。また、限られたリ

ソースの中で企業経営を続けていくためには、従業員一人ひとりの生産性の向上は欠かせません。これから
も、従業員一人ひとりが健康で意欲をもって働ける職場環境づくりに取り組むとともに、従業員一人ひとり
に気配りと健康サポートができる企業経営を行ってまいります。

・事業所名　加賀味噌食品工業協業組合
・代表者名　松本 耕作　　・設立　昭和46年9月　　・従業員数　15名
・業種　食品製造（みそ製造業） 

総務部門担当者から健康情報の発信 休憩室に塩飴を配備
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特に好調
（50<D1）

好調
（25<D1<50）

まあまあ
（0<D1<25）

不振
（▲25<D1<0）

きわめて不振
（D1<▲25）

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

北陸信越は、悪化。サービス業では、能登半島地震の影響により、
観光客の減少および地元住民の外出控えが継続しており、飲食店を
はじめとする幅広い事業者において、売上・採算が悪化した。製造
業では、地震の発生に伴う需要減により、飲食料品関係を中心に売
上が悪化した。今後は観光支援策「北陸応援割」の実施が予定され
ており、観光業の回復および地域経済への好影響の波及を期待する
声も聞かれた。
　● 物流 2024 年問題に伴う価格転嫁や労働時間の調整に苦慮して

いる（一般工事業）
　● 能登半島地震により、設備等に損傷を受けた取引先があること

に加えて、原材料や燃料費の高止まりの影響で、収益が圧迫さ
れている（医薬品製造業）

　● 能登半島地震の影響により、消費マインドが低下しており、特
に呉服・宝飾品等の高価格帯の商品の販売が厳しい状況。徐々
に回復傾向にあるものの、高齢の顧客や観光客の来店は未だ少
ない（百貨店）

北陸信越の業況動向

全産業合計の業況DIは、▲12.9（前月比▲1.5ポイント）。小売業は、
消費者の買い控えは継続するものの、好調な百貨店がけん引し、改
善した。サービス業は、飲食・宿泊業を中心にインバウンド回復の
恩恵を受けるも、人手不足やコスト増が下押しし、ほぼ横ばいとなっ
た。建設業は、公共工事が下支えするも、資材価格の高止まり等で
力強さを欠いた。また、製造業は、企業のコスト負担増による設備
投資の足踏みを受け、機械器具関係等の需要減で悪化し、卸売業で
も、これらの需要減による取引減少で悪化した。物価が高止まりす
る中、円安や人材確保に向けた賃上げ等、コスト増が重荷となって
いる。深刻な人手不足や価格転嫁等の構造的な課題も山積しており、
中小企業の業況は悪化が続いた。

全国の状況

LOBO調査
商工会議所早期景気観測 調査期間：

2024年2月13日～19日
調査対象：全国 326 商工会議
所の会員 2,456企業

今回の調査ポイント
業況 DI は、コスト増による需要停滞
で、悪化続く。先行きは、人手不足
と物価高の長期化で慎重な見方。

景気天気図
前年同月比 先行見通し

全国 北陸信越 全国 北陸信越

全業種
▲ 12.9 ▲ 31.4 ▲ 13.6 ▲ 29.4

建設業
▲ 13.0 ▲ 46.4 ▲ 13.7 ▲ 42.9

製造業
▲ 17.0 ▲ 22.0 ▲ 15.8 ▲ 24.4

卸売業
▲ 19.2 ▲ 35.3 ▲ 23.3 ▲ 23.5

小売業
▲ 14.4 ▲ 32.0 ▲ 16.0 ▲ 24.0

サービス業
▲ 4.4 ▲ 28.6 ▲ 4.8 ▲ 31.0

今月の調査結果の詳細、トピックス等
が見られます。サイトをチェック！

建設業

住宅関係の民間工事の不振や建築資材価格の高止まりによるコスト増は継続しているものの、底堅く推移する公共工
事が下支えし、ほぼ横ばい。

製造業

円安による輸入部材価格の高騰や電気代の高止まりが続く中、企業のコスト増による設備投資の足踏みで一般機械器
具や精密機械器具等の受注が減少する他、建築資材関係の需要低迷が続き、悪化。

卸売業

輸送費や包装資材価格が高止まりする中、住宅関係の不振で引き合いが弱い建築資材関係や、企業の設備投資の停滞
に伴う一般機械器具等の企業間取引の減少で、悪化。

小売業

インバウンド需要の回復や暖冬による人流の増加で、売上が引き続き好調な百貨店がけん引し、改善。一方、物価の
高止まりで生活必需品以外の買い控えは継続しており、専門店などでは売上が伸び悩む二極化の状態が続いている。

サービス業

国内観光需要やインバウンド回復の恩恵を受けた飲食・宿泊業を中心に回復基調にあるものの、電気代や人件費の高騰、
深刻な人手不足による需要増への対応が追い付かず、ほぼ横ばいにとどまる。

業種別の動向 前月と比べたDI 値の動き　　　　 改善　　　　 ほぼ横ばい　　　　 悪化

制度名 業　種 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合計
日本政策金融公庫

経営改善貸付
0 0 2 6,500 0 0 0 0 2 6,500 
2 7,750 11 67,640 1 5,500 6 39,700 20 120,590 

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県経営安定支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
2 16,000 0 0 0 0 0 0 2 16,000 

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県地域商工業活性化融資 0 0 0 0 0 0 2 8,300 2 8,300 
2 45,000 2 17,700 0 0 6 46,630 10 109,330 

県小口零細融資 0 0 0 0 0 0 2 6,000 2 6,000 
1 5,000 3 10,500 1 5,000 6 22,400 11 42,900 

県創業者支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市中小企業
特別支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市店舗近代化
資金融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県新型コロナウイルス感染症
特別融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合　　　計 0 0 2 6,500 0 0 4 14,300 6 20,800 
7 73,750 16 95,840 2 10,500 17 108,730 43 288,820 

白山商工会議所取扱融資状況 令和 6 年 2 月末現在
業種欄：上段：当月分、下段：今年度累計 （単位：千円）

会議所の動き（3月19日～4月30日）
3月

19日(火)

21日(木)

27日(水)

28日(木)

29日(金)

金融なんでも相談

建設不動産業部会・建設産業部会合同研修会

サービス業部会　正副部会長会議

金融審査委員会

DX 推進委員会 正副委員長・幹事打合せ

第 3 回 DX 推進委員会

令和 5 年度　第 2 回通常議員総会

4月

1日(月)

3日(水)

4日(木)

10日(水)

12日(金)

16日(火)

17日(水)

26日(金)

辞令交付式

新入社員教育講座

青年部正副会長会議

青年部理事会

女性会　総務委員会

金融なんでも相談

女性会　理事会

議員・評議員懇談会

女性会　令和６年度通常総会

今後の主な予定

5月27日（月）　令和6年度　第1回 総務委員会

6月 7日（金）　令和6年度　第1回 常議員会

6月27日（木）　令和6年度　第1回 通常議員総会
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協会けんぽ石川支部　金沢市南町4－55 WAKITA金沢ビル9階　
企画総務グループ　TEL 076-264-7200（音声ガイダンス④）

協会けんぽ石川支部の加入者・事業主の皆さまへ
【健康保険料について】
令和6年3月分（4月納付分）から  健康保険料率が変更となります。

（現行） （令和6年3月分～）

健康保険料率〈石川支部〉 9.66％ ⇒ 9.94％
介護保険料率〈全国一律〉 1.82％ ⇒ 1.60％

加入者の皆さまの医療と健康を支えるため、保険料のご負担につきまして、何卒ご
理解賜りますようお願いいたします。
なお、保険料率の変更に伴い、給与からの控除額をご変更くださいますよう併せて
お願いいたします。

【健診について】

令和5年4月分から  �生活習慣病予防健診の自己負担額を軽減
しました。

令和6年度　自己負担額　最高　5,282円

令和6年4月分より  付加健診の対象年齢が拡大されます。
　�生活習慣病予防健診に追加して、より詳細な検査を受診できる
付加健診の対象年齢が現行の40歳、50歳に加え、45歳、55歳、
60歳、65歳、70歳も対象になります。

加入者お一人おひとりの健康への取組みが保険料率の上昇を抑える大きな力にな
ります。ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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令和6年度 日商各種検定試験の施行日
資格・検定に対する個人や企業のニーズはますます高まっています。
商工会議所の検定試験は企業実務で求められる知識・スキルを問い、その修得には最適な資格・検定です。
就職・転職活動や自己のキャリアアップのために、是非ともチャレンジしてください。

※令和6年度より各種検定試験の受験料が改定されました※
≪日商簿記≫

試験級 実施日 申込期間 合格発表

第167回 6 月 9 日（日） 4 月22日（月）～ 5 月10日（金） 6 月24日（月）
（1級　7月29日（月））

第168回 11月17日（日） 9 月30日（月）～10月18日（金） 12月2日（月）
（1級　1月6日（月））

第169回 2 月23日（日） 1 月 6 日（月）～ 1 月24日（金） 3 月10日（月）
受験料（税込）1級：8,800円　2級：5,500円　3級：3,300円
※第169回簿記検定では、1級は行われません。
◎受付は申込期間内の祝祭日を除く月～金曜日の午前9時～午後5時までです。
≪珠算≫

試験級 実施日 申込期間 合格発表
第231回 6 月23日（日） 5 月 7 日（火）～ 5 月21日（火） 6 月28日（金）
第232回 10月27日（日） 9 月 9 日（月）～ 9 月24日（火） 11月 1 日（金）
第233回 2 月 9 日（日） 12月16日（月）～ 1 月 7 日（火） 2 月14日（金）

受験料（税込）1級：2,800円　2級：2,000円　3級：1,800円

各種無料個別相談会一覧表

セミナー等開催のご案内 ※詳細は同封案内チラシをご参照ください。

今月の個別相談 開催期日 相　談　員 備　　考

金融なんでも相談 4月16日（火）
10:00～12:00 日本政策金融公庫　担当者 4月 15 日（月）

16 時までに要予約

メンタルヘルス
個別相談

毎週月曜日
10:00～16:00

白山商工会議所健康経営推進アドバイザー
宮森　弘美　氏 要予約

法律相談 随　時 弁護士
要予約
申込後に相談員との日程
調整を行います。ご希望
に沿った日程で調整しま
すので、お早めに申込み
ください。

事業承継相談 随　時 税理士

SDGs 個別相談 随　時 中小企業基盤整備機構北陸本部 担当者

※相談は無料です。

●日　時� 4月3日（水）午前9時～午後5時
●場　所� 白山商工会議所3階研修室
●講　師� 大黒　柚依　　氏（K＆T音楽塾　代表）
� 能登　健太朗　氏（能登印刷㈱　代表取締役）
� 植村　まゆみ　氏
� （㈲情報流通経済研究所　企画部長）
� 吉野　ゆかり　氏（オフィスBeing�well 主宰）
●受講料� 会員：2,000円／非会員：5,000円
●定　員� 30名（先着順）
●内　容� �実践的な研修・ロールプレイを行いながら社会人とし

ての心構えや仕事への向き合い方、各種ビジネスマ
ナ―について解説いたします。

新入社員教育講座
いつでも・どこでも気になるテーマのセミナーを好きなだけ見る
ことができるＷEBセミナーです。
セミナータイトルは600以上！幅広い豊富なラインナップから自
社の課題解決ツールとして是非、ご活用ください。

詳細は白山商工会議所ホームページ及び
右記二次元バーコードよりご確認ください。
※ご視聴には IDとパスワードが必要です。
【ID】会員番号（7桁）
【パスワード】3811

会員限定WEBセミナー
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白山商工会議所職員募集のご案内　

1．採 用 日	 令和6年6月1日を予定（※相談に応じます）
2．業務内容	 総合職（一般事務・各種事業の企画・立案・運営並びに商工業者の経営サポート）
3．募集人員	 2名程度
4．応募資格	 昭和58年4月2日以降に生まれた者で4年制大学以上を卒業した者
5．応募期間	 令和6年3月12日（火）～令和6年4月12日（金）
6．試 験 日	 令和6年4月27日（土）　�午前9時00分～：筆記試験（作文、適正検査）	

午後1時30分～：面接試験
7．提出書類	 ①履歴書（写真貼付）　②学業成績証明書　③卒業証明書又は卒業証書の写し
※詳しくは、同封のチラシ又は、当所ＨPをご覧ください。

令和6年度採用の職員を次のとおり募集します。

申込み・問い合わせ　
総務課　TEL：276-3811



 　 　

スタジオ拡張し教室内イベントスタジオ拡張し教室内イベント
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白山商工会議所白山商工会議所メールサービスメールサービス
への登録はお済ですか？への登録はお済ですか？

事業に役立つ情報をタイムリーにお届けしており
ます。是非ご登録ください。

https://hakusancci.or.jp/mail/

e-mailを入力するだけで
登録出来ます！
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勤務先：金沢スプリング株式会社

お仕事：板金溶接

趣　味：旅行

ひ�と言：溶接工として入社し、2年目となりました。まだ

まだ未熟なので、溶接に関しての知識や技術をさらに

身に付けるために勉強中です。安全品質に特化したも

のづくりで、社会に貢献できるよう頑張っていきます。

IcMFguitarstudio 森充ギター教室
人に街に音楽が必要　あなたも奏でる側へ

ピアノほどデカすぎないギター＆軽～く音が出るウクレレも大変
魅力的な楽器です♬
【レッスン】�あらゆるジャンルに共通する基礎の習得と百人百様な音

楽人生にどこまでも寄り添う
【発表会×リモート】演奏を動画化してカタチとして残す
【Big Band】�会員生徒の年齢幅約70歳でも皆で一つの曲を弾く楽

しさ追求
【オンライン活用】�会員の約10～15％はオンライン生×教材は本

ではなくコンテンツ
【サポート】�職場仲間で結成したボランティアサークルさんへの出前

指導、利用者さん達のための演奏会を企画された会社ス
タッフの方々をプロデュース面で支援、その他楽曲制作・
録音録画・貸しスタジオも行ってきました

現代では創造性を喚起するその教育的効果が注目され企業も音
楽や音楽活動の価値を認識するようになりました。
超高齢化社会となった日本では老化予防など身体的健康と共同

体での居場所問題など精神的健康の両面に楽器・音楽が有効です。
地域を支える中小企業のみなさま、もう一つのパートナーシッ

プとして音楽の力を取り入れてみませんか？

会員紹介コーナー・今月のあさがおさんは、会員であればどなたでも無料で掲載（1回限り）できます。ご希望の方は、事務局へご連絡下さい。

会員紹介
コーナー

代　表	 森充　
住　所	 白山市東新町 35
業　種 	 ギター教室

T E L	 076-205-5062
E-mail	 cmfguitar@gmail.com
U R L	 https://icmfstudio.com

森充ギター教室レッスンスタジオ森充ギター教室レッスンスタジオ

スタジオ拡張し教室内イベントスタジオ拡張し教室内イベント  YouTube イベント YouTube イベント

ウクレレ＆ギター BigBandウクレレ＆ギター BigBand 40人のリモート40人のリモート
アンサンブルアンサンブル


